
 

 

 

 

先週の朝休み、 6 年生たちが校門のそばの花壇の花々に水を あげてく れてい

ま し た。私が、ど う も あり がと う と 声をかける と 、「 今年の新し い委員会が始ま

る ま では、私たちがやっ ていま す。」 と 答えてく れま し た。き っ と こ の子たち以

外にも 、 こ の１ 週間に様々な委員会で６ 年生たちが最後ま で自分たちの役割を 

果たし てく れていたのだと 思いま す。 さ すが、 ６ 年生です。  

 こ れから 今年度の新し い委員会活動がス タ ート し ま す。第１ 回目の活動は、各委員会と も 役割分

担決めと 活動内容の確認。私も 全委員会の様子を見て回り ま し たが、ど の委員会でも 子ど も たちは、

ちょ っ と 緊張感のある 良い雰囲気で真剣に、 そし て楽し そう に話し 合いを 進めていま し た。  

「 居は気を 移す」 と いう 言葉があり ま す。「 環境が人を 作る 」 と も 言われま す。 子ど も は一日の

多く の時間を 学校で過ごし ま す。 そのため学校は子ど も たちにと って「 良き 成長の場」 でなく て

はなら ないと 思っ ていま す。 学校生活の中には、 授業時間や学校行事等の他にも 、 子ど も たちが

自主的に活動し 、 それぞれの役割と 責任を果たさ なく てはなら ない場面がたく さ んあり ま す。 委

員会活動に一生懸命に取り 組も う と し ている ５ ， ６ 年生の子ど も たちの表情を見ている と 、 一人

ひと り のそんな真剣な姿こ そが、「 良き 成長の場」 と し てのク ラ ス や学校全体の土台と なっ ていく

であろう こ と を実感し ま す。 ５ ， ６ 年生の委員会活動での活躍、 期待し ていま す。  

 

【 令和７ 年度杉本小学校 校内支援体制について ②】  
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校長  奥泉 憲  学 校 便 り

海老名市立杉本小学校 
学校教育目標 

よ く 考えて実行する 杉本小の子 

健康でたく ま し い杉本小の子 

思いやり のある 杉本小の子 

 

≪ス ペシャ ルサポート ス タ ッ フ ≫ 
〇担当者 三浦 こ のみ さ ん（ 月・ 火・ 水）  篠崎 加津子 さ ん（ 木・ 金）  

教室以外の別室で支援が必要なお子様が、 対象と なり ま す。 月～金の 8 :3 0 ～1 ４ :3 0 の時
間帯で、 支援員の方が、 学習の補助等、 学校生活がス ムーズにでき る よ う に一緒に手伝っ てく

れま す。 問い合わせ先は、 前田 潤子教頭になり ま す。  

「 居は気 
を移す」  

≪補助指導員≫ 

〇担当教員 和田 洋子 先生（ 月・ 火・ 水）  松岡 路秀 先生（ 木・ 金）  

 学習面において、 個別支援が必要なお子様が対象になり ま す。 支援の形と し ては、 取り 出し

によ る 個別の指導と 各教室での指導員によ る 指導を 選択する こ と が出来ま す。問い合わせ窓口

は、 各担任になり ま す。        

≪にじ いろ教室（ 通級教室） ≫ 

〇担当教員 上原 優太 先生 

今年度よ り 、本校でも 通級教室（ にじ いろ教室） が開設さ れま し た。特に学校生活において、

友だちなど と のコ ミ ュ ニケーショ ンに困り 感のある お子様を 対象に個別の支援を 行っ ており

ま す。 問い合わせ窓口は、 教育支援コ ーディ ネータ ーの田中礼子 養護教諭と なり ま す。  

４ 月の主な行事                

２ ２ 日（ 火） １ 年給食開始 


